
再評価結果（平成２１年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局国道・防災課

担当課長名：深澤 淳志

事業名 事業 事業

一般国道２５４号和光富士見バイパス 区分 一般国道 主体 埼玉県
わ こ う ふ じ み

起終点 自：埼玉県和光市新倉 延長
さいたまけんわこうしにいくら

至：埼玉県富士見市下南畑 ６．９km
さいたまけんふじみししもなんばた

事業概要

一般国道２５４号は、東京都文京区から埼玉県を南北に縦貫し長野県松本市に至る延長２８４kmの一般
とうきょうとぶんきょうく ながのけんまつもとし

国道である。和光富士見バイパスは、埼玉県南西部地域を広域的に連携し、骨格となる幹線道路ネットワ
わ こ う ふ じ み

ークを形成する４車線道路であり、地域の産業・経済活動の発展に寄与するものと期待されている。

Ｓ５９年度事業化 Ｓ５５年度都市計画決定 Ｓ５９年度用地着手 Ｈ３年度工事着手

全体事業費 ６００億円 事業進捗率 ５９％ 供用済延長 ０．６km

計画交通量 ３５，０００～６７，０００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 ２２４/６９０億円 ２２５０/２２５０億円 平成２０年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益：2216/2216億円３．３ 事 業 費：219/685

億円 走行費用減少便益： 12/ 12億円(残事業) 維持管理費：5.1/5.1

交通事故減少便益： 22/ 22億円１０．０

感度分析の結果

なし

事業の効果等

・周辺の幹線道路の交通混雑が緩和され交通の円滑化が図られるとともに、生活道路に流入する通過交通

が排除され沿線地区の生活環境が改善する。

・東京外かく環状道路（外かん）の和光北インターチェンジへのアクセス性が向上する。
わこうきた

関係する地方公共団体等の意見

和光富士見バイパスは、交通混雑の緩和と外かん・和光北インターチェンジへのアクセス強化が期待さ
わ こ う ふ じ み わこうきた

れており、志木市をはじめとする関係７市１町で構成される「一般国道２５４号和光川越間バイパス建設
し き し わこうかわごえかん

促進期成同盟会」により早期整備の要望（平成20年6月25日）を受けている。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

・外かんが開通したことによる交通量の増加で、早期の整備が望まれる。

・平成21年8月の富士見川越有料道路の無料開放に伴い、さらに交通需要の増加が予想される。
ふ じ み か わ ご え

事業の進捗状況、残事業の内容等

・外かんから県道朝霞蕨線までの第１期整備区間については、重点区間として整備を進めてり、平成21年
あさかわらびせん

度の供用開始を目指している。

・県道朝霞蕨線から一般国道４６３号までの第２期整備区間についても、用地買収率は約52％（面積ベー
あさかわらびせん

ス）で着実に進捗している。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

志木市内の建設に対して反対の意見があるが、事業への理解と協力が得られるよう努めており、今後は
し き し

第２期整備区間の用地買収を促進するとともに、早期に工事着手していく。

施設の構造や工法の変更等

(仮称)朝霞大橋の上部工に鋼少数 桁を採用するなど、コスト縮減を図っている。Ⅰ
あさかおおはし

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば、当初からの事業の必要性、重要性は変わらないと考える。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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